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サマーガール

月夜堂








	作品は完全なフィクションです。

	モデルとなる特定の人物、場所はありません。

	薬品も架空のものです。

	疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

	ご理解の上、ご了承下さい。
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「訪問行ってきまーす」

　健幸堂けんこうどう薬局の薬剤師、友成ともなり史靖しのぶは在宅診療などの患者の元へ薬の配達に行こうとした。

「あ、ちょっと待って。暑い中悪いんだけど、木原町三丁目の和田ミナエさんのところも覗いてきてくれます？」

　主任薬剤師の木町きまちが呼び止めた。

「ああ、和田さん、そういや最近顔見てないですね」

「うん。なんとなく心配。訪問リストに入ってないけど、ちょっと寄ってみて」

「了解です。じゃ、行ってきます」

　健幸堂薬局は近隣に多くの個人開業医を抱えているので、待合室が広く、高齢者にとっては格好のお喋りの場となっている。常連の高齢者の中でも、耳が遠いせいでひときわ声が大きく陽気な和田が顔を見せないのは友成も気になるところだった。

　後部に鍵付きの頑丈なボックスを設え、雨よけフードの付いたミニバイクは一見ピザ屋の配達のようだ。七月下旬、真夏の太陽が照りつける中、健幸堂薬局のキャラクターがプリントされたヘルメットを被って友成はエンジンをかけた。

  友成が駆け抜けるこの手帖通りには、元は本当にノート類を作る小さな工場が並んでいたという。今ではアート工房が数軒ある、ちょっとレトロな雰囲気の通りだが、国道と交わる一郭に医療機関が集まっている。街の要望で、造りだけはしっかりした工場をレトロな外観を保ったままリノベーションして比較的若い世代の個人開業医を募集したのだ。内科、整形外科、外科、皮膚科・泌尿器科、眼科、耳鼻科、歯科と薬局が並んでいる。国道沿いに脳神経外科もあるため、住人たちは何かとこの通りを利用している。







　薬剤師の訪問サービスは介護保険と連動するものが多い。

　各医院から処方された薬を届けるだけでなく、内容をチェックして薬の使用状況や体調や副作用の確認、家族からの聞き取りなど、なにかと煩雑なことも多い。訪問看護師やケアマネジャーと一緒に行くこともある。

　二軒目は青山という八十代男性の認知症患者の家だ。糖尿と高血圧があり、何度も骨折しているのに外に徘徊してはどこかにぶつかってくるという。薬をチェックすると、減りすぎているもの、余りすぎているものとバラバラになっていた。彼の六十代の息子は父のために早期退職をした、いわゆる介護離職者だ。ヘルパーも音を上げて何人も交代しているとケアマネジャーから聞いている。

「青山さん、このカプセル飲みにくそうですか？　錠剤か粉薬に変えた方がいいですかね」

「どれ……」

　息子は老眼鏡を掛けて友成の手元を覗き込んだ。ふっとアルコール臭がして、友成はそっとキッチンへ目をやった。強いチューハイの缶がゴミ箱からあふれていた。

「ああ、これ。そう、飲みにくいのかな。吐き出しちゃうんですよ。で、余っちゃった」

　責めてはいけない、と友成は自分に言い聞かせた。ゆっくりと丁寧に、しかし絶対に引かずに他の方法を提案するようにしている。

「やっぱり。これ、ちょっと大きいですからね。確か錠剤もあったと思いますから、先生に相談してみますね」

「そうしてもらえると助かります。粉は……まき散らしちゃうから」

　多分そんな可愛いものではないのだろう。

「夜の徘徊はどうですか。睡眠薬で変わったことはありませんか」

「ああ、あの薬はいいね。明け方までは持ちます」

「明け方まで、ですか」

「まあ三時間でも寝てくれたら僕も休めますから」

「そうですか。もう少し伸びればショートステイもいけるかもしれませんね」

　息子の負担軽減のためデイケアやショートステイを取り入れようとケアマネジャーも計画したが、他害やいきなりの暴力があるため施設側から断られているのだった。

　友成は各科医師やケアマネジャーへの連絡事項を記載していった。最初の頃は入れ込みすぎて引きずられてしまうことが多かった。距離感をつかめる様になったのは最近のことだ。







「こんにちはー、健幸堂薬局の友成です。和田さーん、ミナエさーん、いらっしゃいますかぁ」

　帰りに和田ミナエの玄関口で声を掛けると、中年の女性が出てきて友成の厳つい図体にちょっと怯んだ。

「ああ、薬局の。私、ヘルパーの田中です。ミナエさん、転んで足折っちゃって」

「薬局さーん、入ってー！」和田の声が聞こえた。

「寂しいみたい。顔見せてあげてください」

「じゃあ、ちょっとだけ失礼します」

「薬局さん、心配してくれたの？　ありがとうねえ。こんななっちゃって」

　和田はギプスで固定された足をさすった。

「お薬、残りどれくらいあるか確認してもいいですか。お医者さんとケアマネさんに相談して治るまでお届けできますよ」

「そのカゴの中に薬全部入れてあるから、見てちょうだい。配達、高い？」

「介護保険が使えますよ」

「そうなの？　まあびっくり！」

　せんべいや飴を断ると、ポケットに突っ込まれてしまい、苦笑いしながら友成は和田家をあとにした。

　薬局まで戻るのに、友成は人通りの少ない裏道を走った。日陰になるので少しは涼しい。各医院の裏口が見えてきたところで、勝手口横の花壇に座ってポロシャツ姿でタバコを吹かす男を捕らえた。

「春夏はるか先生、またそんなところで！」

　バイクを止めてフェンス越しに声をかけると、春夏は面倒そうな顔をした。

「白衣は着てない。これは電子タバコ」

「それでも匂いはつきます。受動喫煙だってあるんですから」

「だからここで吸ってる」

「こんな暑いの熱中症になっちゃいますよ。って、もう四時じゃないですか！　午後診始めないと！」

「まだ大丈夫だって……」


＊＊＊＊＊


                              ＊＊＊＊＊




　春夏はるか乙彦が浅井眼科コンタクトレンズ室に来て三年になる。ボサボサの頭で何ともやる気のない風情の中年男で、特徴といえば上背があることくらいだ。街のはずれの一軒家から、古びてキコキコ音が鳴る自転車で通ってくる。

　診療は世間話の一つもない無愛想さだが説明だけは丁寧だ。女子高生や若いＯＬはそれがいいと通い詰める。イケメン先生にアイメイクのない顔を見せるのに抵抗があるが枯れたオジサン先生なら平気だという理由だ。フレンドリーさが苦手な男子たちも通院に抵抗がないとこっそり口コミサイトに書き込んでいる。また、大学病院勤務時代に取った日本抗加齢医学会専門医という肩書きに飛びついた浅井院長がシワ取り外来を開設し、眉間や目尻のシワに注射する治療を任されている。カウンセリングはよく喋るアシスタントに放り投げているが、横で聞いているのでそれなりにトラブルは回避できている。

「春夏先生、お願いします」ベテランの草野看護師が患者を診察室に入れた。

　小川という六十五歳の女性、初めてのコンタクトレンズ希望だという。

「前からやってみたかったんですけど、主人が反対して。でも、やっぱりどうしてもやってみたくて……最近は遠近両用とかもあるって聞いて」

　自信がないのか緊張なのか、うつむきがちに話し、手は膝の上で拳を握っている。

「分かりました。コンタクトレンズは誰でも全員が装着できるものではありません」

　春夏が言うと小川はますます顔を伏せ、拳に力を入れた。

「まず検査しますがそれで合わないようであれば、諦めていただくこともあります。そこはご理解ください」

　患者は俯いたまま肯いた。

「あのっ、娘の結婚式があるんです」その一日だけでもいいと小川は続け、やっと顔を上げた。

「ん？　……ちょっとお顔そのままで眼鏡取ってください」

　春夏は患者の顔を正面に向かせ、目を開くよう言った。

「……小川さん、右眼、翼状片になってます。ちゃんと検査しなければ断定できませんが、そっちの治療が必要です」

「よくじょうへん？」

「紫外線、ドライアイ、アレルギー、原因は色々ですけど、黒目のところに白眼の一部が増殖してくる病気です。ここはコンタクト専門なので浅井先生の方に行ってください」

「ええっ……じゃあコンタクトは……」

「翼状片の場合、コンタクトは諦めてください。娘さんの結婚式、いつですか。早いほうがいいので、このまま隣の浅井先生の方へ行かれた方が良いです。連絡しておきます」

　言い切り型の春夏に、心得顔の草野看護師が「結婚式までに治さなくちゃね」と優しく患者を支えた。

　いくら患者が希望してもコンタクトレンズが入れられないケースはままある。若い女性によっては無理をして通販などで購入して、結局悪化して最悪の場合は失明となることもある。大学病院にいた頃は春夏も手術を担当していたが、辞めた今はもう過去の話だ。
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　周りが空き地で一軒だけ残った昭和の民家、庭はジャングルの様に草が生え放題、庭木も枝を伸ばし放題でそれが目隠しとなって縁側を開け放していても外からは見えない。そんな家に春夏は住んでいる。掃除洗濯に自炊は苦にならないが、薬局の友成がせっせと来ては世話を焼いていく。ついでに泊まって同衾する仲でもある。

　アイロンがけは苦手だが、適当にこざっぱりした格好はしている。天然パーマの髪は整髪料が苦手なのでいつもボサボサだがフケなどが出ないよう清潔さは心がけている。

　インターネットは眼科の勉強に使うだけ、スマートフォンのアドレスは職場と友成くらいしか入っていない。特に興味のあるものもなく、漠然と生きているのだった。

「先生、枝豆！　八百屋で良いのがあったから」

　友成が遠慮なく入ってきた。彼は合い鍵を持っており、インタフォンを押さなくてもいいと言われているのだ。

「ありがとう。茹でるから、扇風機に当たってろ」

　風通しのいい家なので、余程の気温でないかぎりエアコンはいらない。ぼうぼうの草だがなぜか蚊はおらず、そこそこ快適なのだった。

「あっつー」友成は扇風機を最強にした。

　湯を沸かしている間に、豆板醤にすり下ろした生姜と胡麻油を混ぜたもの、カレー粉と塩胡椒を混ぜたものを用意した。茹で上がった枝豆を三等分して、そのままのものと、先ほどの二つとサヤごと和えたものの三皿ができあがった。湯通ししたササミを味噌だれとネギで和え冷や奴にたっぷり乗せた皿を座敷に運んだ。

　ビールを銅製のビアマグでというのは友成のこだわりで、いつも冷蔵庫の一角をマグが占領している。

「うまいですねー。ホントこれ、大好き」

　豆板醤たれで和えた枝豆を絶え間なく口に運んで友成が笑った。

「枝豆がいいやつだから余計に旨いな。これ、黒豆だろ」

「え、そうなんですか？」

　肯いて春夏はビールを飲み干した。

「泊まってもいいですか」

「聞くな」

　ビールを注いで春夏は呟くように言った。

「いっそ、住んじゃいたいですよ。アパートの更新くるし」

「好きにしろ」

「え、いいんですか！」

「部屋はいくらでもある。人目が気にならないなら」

「……ですよね」

　冷や奴にササミを乗せて友成はもぐもぐと食べた。

「知ってる人は知ってると思うんですけど、特にカミングアウトしてないし。先生にも迷惑かけちゃうかもだし」

　友成は筋肉質の背中を少し丸めた。

「言いたいヤツには言わせておきゃあいい」

「でも、先生はゲイじゃないのに……」

「あん？　そんなカテゴリ分けされなきゃなんないの？　お前と寝てるのに？」

「…………先生、オレのこと好きじゃないでしょ」

　友成が卑屈な言い方をするのは、一度も言葉で聞いたことがないからだ。

「その好きは恋愛の好き？」

　肯く友成に、春夏はうーんと唸った。

「俺は俺自身でさえ好きじゃないからなあ。恋愛のアレコレってのが分からん。でも友成くんのことは嫌じゃないから、好きなんだと思う。お前が求めてる言葉とは違うけど、すまん」

「オレは先生のこと、好きです。それでいいです」

「友成くんがいま一番俺の近くにいて、俺はそれが全然嫌じゃない。だから友成くんが一番だ」

「嬉しいです」

「ああ、そうだ。聞かれたらここに下宿してるって言えばいい。うちの持ち家なのはバレてるからシェアってのは通用しない」

「マジでいいんですか」

「嫌だったら言わない」

　友成は大きな身体で春夏に抱きついた。

「本当の本当に来ちゃいますよ？」

「分かってるって。どこでも好きな部屋使ってくれたらいい。とにかく暑いから離れて」

「すげー嬉しい」

「暑いって」首筋にちゅっとキスをして春夏は友成を押しのけた。







　だらだらとビールを呑みながら、浮かれる友成に春夏はルールを話した。

「一緒に生活したら、どこかに軋みがでる。不平不満はその場で言うこと。たとえば掃除。風呂とトイレ掃除だけは交代制な。自分の部屋は自分で。他は気がついた方が気がついたところを掃除すればいい。でも、自分ばっかりやってると思ってくることがある。そうなる前に言ってくれ。俺も言う。洗濯は一緒でも良いし、別でもいい。シーツなんかは自分でやって。料理も同じ。自分のだけ作っても二人分でもいい。だからといって無理に作らなくていいから。光熱費やガスとか水道代は要らない。Wi-Fiのパスワードは知ってるよな。パソコンはそれで使って。あと、なんだ？　消耗品とか食料品の代金は……そうだな、月三万円ずつお互いに出して、封筒にでも入れよう。そこから出して使って、足りなければその都度足して、余ったらプールしていこう。……そんなもんかな」

　一気に言った春夏はビールをごくごくと飲んだ。

「……先生がそんなに喋ってるの初めてみた……。ってか、先生、下宿代はおいくらですか」

「あれ？　言わなかった？　月三万で……足りなかったらその都度足すって。多分余る」

「いやいやいや、それ、生活費。下宿代ですって」

「別に必要ない。ここ持ち家だし。車持ってたっけ？　ガレージ適当に片付けて使って」

「車持ってませんから、自転車だけ置かせてもらえれば……ってそうじゃなくて！」

「だからー、俺、面倒なのキライだから。しつこいけど、不平不満はその場で言うこと。これが一番のルールな」

「不満です。お金ちゃんと取ってください」

「若いうちは貯金しとけ」

「じゃあ、お言葉に甘えて。必要な時はマジで取り立ててください」

　春夏の手を握って頭を下げた。正直なところ、ほっとしていた。親の借金で学生時代はバイト漬け、今も仕送りしているのだ。

「遠慮なく。容赦なく」

　友成は誰にも言ったことがないと思っているが、一度だけかなり酔った寝物語でこのことを話したことがある。春夏は頭の片隅にそれがあったのだ。







　春夏は空になった皿を下げ、ウイスキーと氷を出した。

「このルール決め……先生、誰かと暮らしたことがあるんですか」

「あるよ。俺、バツイチ」

「ええええええええ！　結婚してたんですか！」

「うん。三年くらい」

「恋愛結婚……ですか」

「いや、見合い。っていうか、親が連れてきた」

「大人しい方だったんですか」

「アクティブだった」

「好きだったんですよ……ね？」

「うーん、俺も若かったしなあ。それなりに好きだった気もするけど、そうじゃなかったのかもしれない」

「えー、それ、女の人にしたら寂しいんじゃないですか」

「かなあ？」

　ウイスキーを春夏はロック、友成は水割りで嗜んだ。友成は春夏と付き合うようになってからウイスキーの味を知った。

「まあ、そうかな。三年目で彼女、妊娠したから」

「えっ！　子どもいるんですか！」

「いやいや、俺、種なし。大学の時にムンプスおたふく風邪から睾丸炎で。玉がめちゃめちゃ腫れた」

「……ってことは」

「うん。だからその人の方が良いのかなーと思って離婚した。親がめちゃめちゃ怒って勘当された」

「え……？」

「ああ、ちょっとうち複雑でね。うちにはっていうか俺には跡継ぎが絶対に必要だったんだけど、俺、種なしだから結婚するつもりなくて。親が連れてきたときに、彼女に子どもいなくていいのかって聞いたら、要らないって言うから結婚したんだけど」

「あのー、もしかして、種なし……失礼、子どもできないっていうの、ちゃんと言いました？」

「言った。離婚の時に。んで親激怒、彼女ビービー泣くし、あれが修羅場ってのかね」

　のんびりと庭に目をやって春夏は小さく笑った。

「いやいや先生、笑い話じゃないでしょう」

「でもさ、そのおかげで友成くんとこうしてるんだから」

「……もしかして、先生、確信犯？」

「それ、誤用。わかっててやった、って意味なら違うよ。結果的にそうなったってだけ」

　春夏はリモコンでクーラーをつけ、縁側の窓を閉めた。

「うち、地元ではけっこうデカい病院やっててね。一族郎党全員医者。おまけに離婚。理由がバレて勘当。この家、母方の祖母の実家。この家貰って、ついでに苗字も貰って、縁切った。っていうか切られた」

　春夏は子どもの頃から成績は上位でもなく下位でも常に平均、特に医業に興味はなかったが、他の選択肢もなく、地方の私立医学部に滑り込んだ。親兄弟、親戚は国公立大、一流といわれる私大医学部を卒業した者がほとんどで、それだけでもかなりの外れ者だった。とりあえず六年で卒業して国家試験も一回で合格したが、そんなことは実家では当たり前のことだった。出身大学の眼科でそれなりに修行し、自活していたら、親が結婚相手を連れてきた。権威ある病院の眼科部長の娘で、彼女も眼科医だった。勉強漬けで恋愛している間も惜しいから、親が選んでくれるなら喜んで結婚すると初対面で言い放つ女性で、しかし結婚してみるとそれなりにウマが合った。彼女の父の口利きで、地方から戻って私大医学部付属病院に勤めたが、離婚で放り出されたのだった。

　やさぐれるはずだと友成は思った。

　冷えてきた部屋で、春夏の愛撫が心地良い。友成も春夏の股間に顔を埋め、茎を育てた。


＊＊＊＊＊


　友成は少しずつ荷物を春夏の家に運び始めた。大きな物はほとんどない。本棚代わりのカラーボックス、服もコンテナボックスがいくつかある程度なので、薬局の車を借りることにしていた。

「春夏先生って家で喋るのかしら。私もコンタクトの診察でしか存じ上げないんだけど、ちょっと愛想のない先生よね。友成さん平気なの？」

「喋らない方がいいんじゃないですか？　プライベート探られたりしたら嫌だもん」

「ってか十歳以上離れてるんじゃないの？　話合わないからかえって話さなくて済むし、楽かもよ」

　始業前の健幸堂薬局、同僚の薬剤師が興味津々で友成に聞いてくる。

「友成先生、同棲するんだって？」

「同棲って！」

「え、彼女いたの？」

　事務員と男性薬剤師も首を突っ込んできた。

「春夏先生は良い人だし、お互いに詮索はしない約束です。彼女いませんよー」

　白衣を羽織りながら友成が言った。

「引っ越し、人手がいるなら手伝うよ？」

「ありがとうございます。今のところ大丈夫です」

　人がはけたところで、若い事務員が聞いてきた。

「友成先生、本当に彼女いないんですか？」

「彼女はいません。いても結婚とかできそうにないんで」

「……わかる！　そうか。友成くんも！」

　急に横から腕を掴んだのは小柄な平野薬剤師だ。

「僕もね、僕の嫁はいるんだけど！　だよねえ、実際の結婚はできないよね。でもいいよね僕の嫁って言うのは自由だもんね」

　平野はオタク独特のイントネーションかつ早口でまくし立てる。

「え、友成先生もゲームオタクだったんですか……知らなかった……」

　すすすっと女性事務員が後ずさりしていった。大きく勘違いされているが、面倒なので友成は否定はしなかった。

　今日の友成は内勤だ。朝一番で運ばれてきた荷物を二人組で開け、ダブルチェックして棚に並べる。平野と作業をしていると木町主任がやってきた。

「友成先生、今日の電話当番です。よろしくお願いします」とスマートフォンを渡された。

　薬剤師も二十四時間体制で電話相談を受ける制度になっている。健幸堂薬局の薬剤師では日替わりの交代制だ。

「夕べは古川さんから三回かかってきたそうです。多分今日もかかってくるかもなので、頑張ってね」

「了解です」

　友成はポケットにスマートフォンを仕舞った。

「古川さんね、僕の時には一回しか掛けてこないんだよねえ」

　平野が名乗った途端切るという。その場の全員が納得した。







　七月いっぱいでアパートを引き払い、友成は春夏の家に引っ越した。

「今日からよろしくお願いします」

　改めて頭を下げると、春夏も丁寧に「こちらこそよろしくお願いします」と礼をした。

　友成は嬉しくてニヤニヤ笑いが止まらない。

　八月に入って暑さが増し、春夏の家でもクーラーが必需品となった。友成の部屋には彼が引っ越してくる前に春夏がエアコンを設置していた。大家として当たり前だと言われたが、暑がりで寒がりの自分のためだというのが伝わって、友成はいたく感激したのだった。

「……なにその顔」

「だって、嬉しくて。好きな人と一緒に暮らせるんですよ」

「ああ……。うん。そうか」

「先生、クールだ」

「まあ温度差はあるな。すまない。来てくれてうれしいよ」

「うわー棒読み。でも、先生の態度は織り込み済みです。いいんです。オレ一人で浮かれますから」

　ソファにだらりと座っている春夏は、友成を見上げて、自分の横をポンと叩いた。友成はいそいそと大きな身体をそこに納めた。テレビのニュースが真夏なのに小学生の間でインフルエンザが流行しており、夏休みでも注意するよう告げていた。

「なんで今頃……空調がどこも効いてて乾燥してるから流行するのかな。インフルの患者、来てる？」

「この地区ではまだ出てませんが、隣の市では発症報告来てましたよ」

　薬局はなにかと情報が早い。

「小児科と耳鼻科は大変だろうな……」

　春夏は友成の耳朶を噛んだ。







　週明けの月曜日、朝は小雨だったのに昼前に本降りとなった。午前の訪問を終えて薬局に戻る途中、家の近くを通った友成は、門のところに何かちらっと赤いものを目に留めた。離れていて見間違いかと思ったが気になって引き返すと、玄関先に赤い傘が見えた。

「あの……なにかご用ですか？」

　赤い傘の主はどう見ても小学生で、合羽を着た友成は身をかがめた。

「春夏さんですか？」

　はきはきとした口調で少女がまっすぐに友成を見た。

「あ、いえ。僕は違いますが、ここは春夏さんのお宅です」

　急に風が吹いてきたので、友成は少女を濡れないよう軒先に入れた。

「僕はここに下宿させてもらってます」

「あの、春夏さんと連絡取れますか」

「はい……どうしたんですか？　何か困ったことでも？」

「はい。あ、お兄さんはここに住んでるんですよね。私をここに泊まらせてください」

「え？　えっ？　どういうこと？」

　友成がそう言った途端、土砂降りとなり、とてもバイクを運転できる状況ではなくなった。友成は薬局に少し雨宿りをしてから帰ると連絡した。

「とりあえず、これでよし。事情がありそうだから、中で話を聞きますね。足、濡れちゃってるし。どうぞ入ってください」

　友成はカギを開けて、少女を玄関に招いた。タオルを持ってくると、少女は自分の荷物から既にタオルを出して拭いていた。小さなサイズのカートを持ち、背中にはオシャレなマークの付いたリュックを背負っている。

「ありがとうございます。私、鷹津といいます。春夏さんに連絡をお願いします」

「お知り合い？　ご親戚とか？」

「ママ……いえ、母がどうしても困ったときに頼りなさいって」

　鷹津という少女は友成が出した麦茶を「いただきます」と言ってこくこくと飲んだ。

「春夏先生はお医者さんで、いま診療中だと思うけど……雨だから患者さん少ないかも。ちょっと電話してみますね」

「お願いします」少女はきちんと礼をした。







「……たかつ？　鷹津。小学生の女の子？　知らないけど、なに」

　コンタクトレンズ室の受付が繋いだ電話で、春夏が不機嫌な声を出した。

「いえ、あの、いま、家に来てて」

　友成は声を潜めた。

「家ってどこの。うち？」

「はい……。雨が酷いんでとりあえず上がってもらったんですが」

「それ、誘拐じゃないのか」

「ええっ！　いや、そんなつもりは！」

「警察呼ばれても知らないぞ。……ん？　鷹津？　待った。……ちょっとその子と代わってくれ」

　友成は少女にスマートフォンを渡した。

「春夏さんですか？　こんにちは。鷹津乙姫といいます」

「……はじめまして。もしかして君のお母さんは美姫さんですか」

「はい！　よかった……。あの、母がどうしても困ったら春夏さんを頼りなさいって言ったので来ました。私をおうちに泊めてください」

　しっかりした様子で彼女は話した。

　二週間の塾の合宿だったが、初日にしてインフルエンザ発症した児童が五人、そのため急遽合宿中止となった。帰宅しても父と母はアメリカ研修で不在、祖母は入院中、親戚は遠方すぎて行くことができない、塾で一緒の親しい友達もインフルエンザにかかってしまい泊めてもらえない。そこで、春夏を思い出したことを順序立てて整然と語った。

「なるほど。事情は分かりました。とりあえず、私が帰宅するまでいてください。帰ってから考えましょう」

「ありがとうございます！」

　ほっとした様子の少女が友成に微笑んだ。

　春夏の指示により、友成は彼女に昼食をつくり、冷蔵庫の麦茶や牛乳をいつでも飲むよう言い、トイレの場所とテレビ、エアコンは遠慮なく使うよう教えた。

「じゃあ、僕は仕事に戻ります。夜になるけどなるべく早く帰ってきますから、晩ご飯は少し待っててくださいね。お腹がすいたら冷蔵庫のパンも食べてね。気を使わなくていいから、お昼寝もちゃんとしてください。あとは……そうだ。インタフォンが鳴っても絶対に出ないこと。宅配便とか郵便とか言っても絶対にだめ。電話も出ないように。お昼寝も……ってこれは言ったか」

「ふふふ、大丈夫です」

　少女は玄関先まで出てきて友成に手を振った。







「マジかーー！」

　電話を切った春夏が思わず呟き、コンタクトレンズ室受付の斉藤がぎょっとした。

「春夏先生でもそんなことおっしゃるんですね。ああびっくりした」

「びっくりはこっちだ……」

「何かあったんですか」

「いや、ちょっと」

「大丈夫ですか？　あの……薬局の友成先生って春夏先生のところに下宿なさってるって聞きましたけど……」

　受付嬢のネットワークがどうなっているのか春夏には分からないが、彼女たちは何でも知っている。

「とりあえず、自宅でトラブル発生」

「了解です。じゃあ今日は時間きっちりに終わります。雨ですし、予約はもう入れないようにします」

　斉藤は受付の腕の見せ所だと笑った。

「助かる。お願いします」

　春夏が軽く頭を下げた、いつものボサボサ頭が雨の湿気のためカールしている。女子高生の患者はそれがオジ可愛いと言い、斉藤も何となく分かる気がした。
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　夜八時までの診療を早じまいして春夏が帰宅すると、鷹津乙姫はソファでくうくうと寝息を立てていた。友成には子どもの食べられるものを買ってこいと言ってあるので、彼はスーパーで悩んでいるのだろう。この子があの時、元妻の腹の中にいたのか。あれはもうずいぶん前のような気もするし、つい最近のようにも思えるが、現実はここまで育った人間だ。生まれたのも知らなかったし、そういえば気にも留めなかったのは、本当に興味がなかったのと、親からの圧力でそれどころではなかったからだ。十歳、いや、十一歳か。自分が乙彦、彼女は美姫。彼女は妊娠直後から女の子なら一文字ずつ取って乙姫にしたいと言っていた。そのままなんとも因果な名付けをしたものだ。タオルケットを乙姫に掛けてやった春夏はしばらく寝顔を眺めた。

　ふっと彼女は目を覚ました。

「ん…………あ！　あっ、えっと、鷹津乙姫です」

　子どもが文字通り跳ね起きた。

「春夏です。眠かったらまだ寝ててください」

「ううん、大丈夫です。ごめんなさい。急に来ちゃって」

　乙姫はソファにきちんと座り直した。

「どういうことか、もう一度ちゃんと聞かせてくれますか。塾のインフルエンザのところは飛ばしていいから」

「はい……」

　頭の回転の速い子だ。ポイントを押さえて説明した。

「ちょっとごめん。入院中のおばあさんはお父さんのおばあちゃん？」

「母のばあば……おばあちゃんが入院してて、父のおばあちゃんはトクヨウにいます」

「お父さん方とお母さん方のおじいちゃんは？」

「父のおじいちゃんは三年前、母のおじいちゃんは去年死んじゃ……えっと亡くなりました」

「そう……」学会雑誌の訃報欄なぞ見もしない。あの元義父はもういないのか。

「ここに来たこと、お父さんとお母さんには連絡しましたか」

「メールで春夏さんのところに行くって書きました。まだ返信ありません」

「じゃあ、私からもメールしますからアドレス教えてください」

「知らないんですか？」

「君の生まれる前から連絡取ってませんからね。むしろ美姫さんが私がここにいることを知ってたことにびっくりです」

「そうなんですか？　ママ、じゃなくて母のお友達じゃないんですか？　本当の本当に困ったときには春夏さんのところに行きなさいって言われてて、本当の本当に困ったときだと思ったんで……じゃあ、迷惑……ですよね」

「子どもはそんなこと気にしなくていいです。こちらで話を付けますから」

　乙姫のスマートフォンからアドレスを抜き出していると、友成が帰ってきた。

「ただいまです。遅くなりました。鷹津さん、お腹すいたかな。ごめんね。女の子ってなに食べるのかわかんなくて。アレルギーも聞かなかったし」

　両手に特大のレジ袋を携えた友成の姿に、乙姫が目を丸くした。

「えっと……食べ物のアレルギーはありません。好き嫌いもありません。でもピーマンはちょっと苦手です」

「大丈夫。オレもちびっ子の時ピーマン嫌いだった。苦いもんね」

　子どもの相手を友成に任せて、春夏はパソコンからメールを打った。ボストンにいるという鷹津夫妻との時差は約十三時間、向こうは朝だ。まだ小学生の我が子のこと、すぐに返信が来ると思った。







　友成が用意したのは、肉屋のコロッケ、野菜たっぷりのサラダとコーンスープだった。三人で食べて、乙姫を風呂に入らせた。友成はシャンプーとリンス、ボディシャンプーまで女性用のを買ってきていた。

「小学生女子、難しい！」

　友成が笑いながらお茶を淹れた。子どもの前でビールを飲んで良いのか二人とも分からなかったからだ。

「女子力の高いおかず、ありがとう。コーンスープなんて発想、俺にはない。女きょうだいいたのか」

「いませんよ。弟だけ。ってか、聞きそびれてましたけど、先生、乙姫ちゃんって先生の元奥さんの子ども……ですか？」

「うん、そうみたい。何であんな名前つけるかなあ」

「どう聞いても先生の子どもですよ」

「どう頑張ってもできないから違う」

「メールの返信きました？」

「まだだ。もう起きてる時間だと思うんだけどな」

　乙姫が風呂から上がったのだろう。洗面所からドライヤーの音が聞こえる。

「乙姫ちゃん、暑いでしょう。こっちの涼しい部屋で髪乾かしちゃいなよ」

　友成が声を掛けた。

「いいんですか？」

「いいよいいよ、どうぞ」

　頭にタオルを巻いてパジャマ姿、ピンク色の頬をした乙姫がドライヤーを持って居間に来た。

「洗濯物、オジサンたちのと一緒に洗っても構わない？　嫌じゃない？」

「大丈夫です。服だけお願いします。下着は自分で洗ったので部屋に干します」

「あ、そうだよね」友成が笑った。

　乙姫はセミロングの髪を丁寧に乾かし、その後、床に落ちた抜け毛を拾い集めてゴミ箱に捨てた。一連の行動に男たちは感心した。

「鷹津さん、ご両親からまだ返信ないんで、返事が来てからどうするか決めます。俺も友成さんも明日は仕事で、朝は八時前に出て、帰りは今日と同じくらいになる。俺は昼休みに一度帰ってきて、昼ご飯は一緒に摂ります。また夜まで一人になるけれど、大丈夫ですか」

「はい。塾の課題があるので、それをやってます」

「テレビは自由に観てください。エアコンもちゃんと付けて。熱中症と脱水にならないように。冷蔵庫の麦茶と牛乳は好きに飲んでください」

　春夏が言うと、友成が補足した。

「オレンジジュース買ってきたよ。あとシュークリームも冷蔵庫にあるからおやつに食べて」

「シュークリーム！　大好き！」

　子どもらしい笑顔に二人は少し安心した。







　朝は三人で食卓を囲んだ。トーストとベーコンエッグ、サラダとスープの残り。春夏が一人暮らしの時には考えられない状況だ。友成が来て数日、それだけでも食生活に変化があったのに、そこに子どもが加わればいい加減な物は食わせられないと思うのだった。

「塾の課題ってどんなの？　わかんないときはどうするの？」

　トーストをかじりながら友成が乙姫に尋ねた。

「今五年生で、受験のための算数と理科と国語の強化コースだったんです。分からないところはタブレットからネットで聞けます」

「ひえー、いま、そんなことになってんの！　オレの時と全然違う……。あ、でも、オレも学生時代、塾の講師やってたから、夜になっちゃうけど見てあげられるよ」

「本当ですか！　お願いします」

　春夏はコーヒーを啜って今朝やっと来た鷹津美姫からのメールをどう伝えようか考えた。

「俺は勉強さっぱりだから、友成くんに教えてもらってください。タブレットにWi-Fiの設定だけしたほうがいいから、貸してください」

　乙姫はごちそうさまと手を合わせて、タブレットを取りに行った。

　春夏が小声で囁いた。

「さっき返信きた。親戚がいるＹ県に行かせるか、ここで盆明けまで預かるかどっちかだ。なるべく行かせるけど、彼女の返事次第で迷惑をかけるかも」

「大丈夫です」

　友成は親指を立てた。

「これです。お願いします」

　乙姫が春夏にタブレットを渡した。春夏がパスワード設定をしている間に、友成は課題のワークブックをパラパラと見た。

「中学受験用かあ……五年生だもんね、もう始めないと間に合わないよね」

「そうなんです。頑張らなきゃ」

　春夏はタブレットを返しながら、乙姫に言った。

「鷹津さん、お母さんから返信が来ました。ご両親も塾からのメールでびっくりして、君を預かってくれるところを探していたそうです。Ｙ県のご親戚は来てもいいと言ってくださっているそうです。もしくはここにこのままお盆明けまでいるか。君が決めてください」

「……あの……Ｙ県は……とっても遠くて、山の中で……夜真っ暗で……あの……あのね、お化けがでるんです……」

　最後の小声で、皿洗いをしていた友成が泡だらけの手のまま食卓に戻ってきた。

「お化け！　それダメ、それ怖い！　ダメだお化けは！　乙姫ちゃん、ここにいなよ。オレが勉強見るし。昼間誰もいないから寂しいかもだけど、お化けは出ないよ」

　春夏が呆れ、乙姫が真っ赤な顔で肯いてポロポロ涙をこぼした。

「鷹津さん、何で泣くんだ……？」

「だって……ここにいて良いって……お化け怖いし、Ｙ県のおばちゃん、怖いし」

「わかった。泣かなくていいです。じゃあ、うちでお預かりするってメールします。すまないが、もう出勤時間だ。友成くんも支度して」

　昼に戻ると言い残して、雨上がりのむせかえる湿度の中、春夏と友成は自転車を漕いだ。

「巻き込んでしまってすまない」

「いえ、全然。お化けの出るところなんてかわいそうですよ。乙姫ちゃん、親戚の人だってよっぽど嫌だったんでしょうね」

「みたいだな。友成くんに迷惑をかけるだろうし世話もかける。俺には行き届かないところが多い」

「しっかりした良い子じゃないですか。二人で一緒に面倒見ましょうよ」

　友成がやけに嬉しそうに言ったので、春夏は少しほっとした。
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　夕食後、食卓で乙姫の勉強を友成が見てやるのが日課となった。

　ワークブックの問題を解いたあと、それに類似した問題を出して本当に理解してるかをみて、更に応用問題を出して考えさせる。確実に力をつけさせる友成のやり方に乙姫がしっかり付いて行っている。春夏は横で見ていてどちらにも感心するばかりだった。

「友成くん、教え方上手い。さすが元塾講師」

「うん、ほんとに分かりやすくて、面白いです。ネットで塾の先生に質問してもわかんないときもあるけど、友成先生、ゆっくり教えてくれるから」

「いや、そんな。乙姫ちゃんの飲み込みが早いからだよ」

「じゃあ、二人にご褒美アイス。冷凍庫にある」

　乙姫と友成が二人して冷凍庫を覗き込んだ。

「わー！　乙姫ちゃんにチョコミントあげる」

「えーいいの？　友成先生イチゴ好きって言ってなかった？　はんぶんこしない？」

「するする！」

　友成の中の女子がダダ漏れだ。ベッドでは完全な受け身だが、それは男として内で感じたいだけだろうと春夏は思っていたが、どうやら友成自身も気づいていなかった内面が乙姫に引き出されているようだ。







　金曜日、昼に帰宅した春夏は、乙姫と素麺を食べると彼女を外に連れ出した。

「すみません。君、全然外出してなかったでしょう。遊べるようなところはどこにも連れて行けませんが、理科と保健体育の勉強……かな。ちょっと出かけましょう」

「え、春夏先生、お仕事あるのにいいんですか」

「職場のそばだから」

　春夏はカーシェアの車を借りてきており、乙姫を乗せた。

　手帖通りのクリニックが集まる一角のすぐそばに消防署がある。そこで子ども向けの救命救急指導イベントが開催されるのだ。その後には横のカフェでビーズアクセサリーのワークショップがある。訳あって小学生の子どもを預かっているとコンタクトレンズ室のスタッフに言うと、もう四日日にもなるのに外に出していないのか、どこにも連れて行かないのかと全員から非難された。看護師と美容アシスタントが近所で開催されるイベントのチラシを持ってきて、まず今日はこの二カ所だと言われたのだった。

「すっごくリアルな人形使って救急蘇生したの！　学校では紙の上でやっただけ。本当の人間みたいな感覚。心臓マッサージして、本物のＡＥＤも使ったんです！　すっごくすっごく楽しかったです」

　コンタクトレンズ室のスタッフルームで飛び跳ねんばかりに乙姫は春夏に報告した。

「じゃあ、次は、消防署の横のカフェに行ってきなさい。アシスタントのお姉さんが連れてってくれる。終わったらまたここに帰ってきて」

「えっ……でも、ワークブック、午前中の分しかやってないから」

「鷹津さん、真面目だ。それはとてもいいことだけど、カフェに行ってくれないとスタッフのみんなに俺が叱られます」

「えっ、行きます！」乙姫はぴょんと立ち上がった。

　スタッフルームから出て行く子どもを、午後診療の開始待ちをしていた患者が見ていた。常連の女子高生たちだ。

「ね、さっきの子、春夏先生の子？」

「違います」

「じゃあ看護師さんの子？　めっちゃ可愛い！」

「違います」

「あ、そういうのも個人情報なんだ」

「そんなところです」

「あーあ、小学生に戻りたい！　夏休みもバイト漬けっすよー。うちらスーパーミオンにいるから買いに来てね」

　薄暗くした診察室で角膜の状態などをチェックする間も女子高生はよく喋る。

　おそらく乙姫はアルバイトをする必要のないまま大学生になるだろうと春夏は思った。

　二時間ほどして乙姫がコンタクトレンズ室に戻ってきたので、春夏の診療が終わるまでスタッフルームで待たせていた。

「お嬢さま、ビーズ細工に夢中。拡大鏡もお使いいただくようにしました」

　患者の合間にアシスタントが告げた。スタッフの協力で、診療終了とともに春夏は乙姫をシェアカーに乗せた。







　春夏が夕食用に魚を焼いて、味噌汁を作っている間も乙姫はなにやら作っていた。

「もうできるから、片付けて、お箸用意してください」

「あとちょっとだけ……」

「ちょっとはどれくらいですか」

「んー、二分！」

「じゃあ良いです。二分したらお箸」

「はーい」

　鷹津家は家政婦が食事を作り、食器は食洗機が洗うという。春夏は乙姫に箸を並べさせ、洗い物を教え、昼食の後片付けを乙姫の仕事としてやらせている。

　ちゃんと二分後、乙姫は手伝いを始めた。

「友成先生、早く帰ってこないかな」

「もうそろそろだろう」

「先に食べよう」

「そろそろなら、待ちます」

「子どもは早く食べて、早く風呂に入って、早く寝ること。俺たちの都合でどれもが遅い時間で申し訳なく思ってます」

「いつも塾は十時まであるし、そこから帰ってお風呂だし、そのあと学校の宿題してから寝ます。だから大丈夫です」

「受験なんて……ああ、まあ、大事か。俺は落ちこぼれだったからどうでもよかったけど」

「落ちこぼれ……？　あ、友成先生帰ってきた！」

　疑問符の途中で彼女は「おかえりなさい」と声を張り上げた。

　食事中、乙姫は今日の消防署での講習がどれだけ楽しかったかを話した。

「でも、小学生だから心臓マッサージも限界すぐだし、救急車呼んでＡＥＤもってきてくださーい！って叫ぶのが精一杯かなあ」

「まだできることがあります。ニュースで、女性が倒れたとき、ＡＥＤを使うのをためらって救命率が低くなるとありました」

「なんで……？」

「まあ人前で服をめくることになりますから」

「あ！　そっか」

「だから鷹津さんはその場の人と一緒に他の人から見えない様にバリアを張ってあげるといいんです。そういう役も大切です」

　春夏の説明に乙姫は大きく肯いた。

「でね、ネットで心臓のことも調べたんだけど、ちょっと難しかった……」

「何が分からない？」

　友成が聞いた。

「仕組みが分かってないとわかんないことがいっぱい」

「心臓の仕組みかあ……上手く説明できるかな。オレも薬が何に効くのかは分かるけど」

　乙姫と友成が同時に春夏を見た。

「ああ、もう……。紙ないかな。あ、これでいいや」

　届いたばかりの学会雑誌の封筒に春夏はボールペンであっという間に心臓の絵を描いた。

「えーと、大動脈、大静脈、肺動脈に肺静脈、右心室左心室右心房左心房。僧帽弁と大動脈弁、肺動脈弁、三尖弁と」

「え、え、春夏先生すごい！」

「いや、これ、基本だから。で、ＡＥＤは電気ショックで心臓の痙攣を取り除く器械です。助けられるのは心房細動と心室頻拍です」

　乙姫だけでなく友成も肯いた。

「心房細動っていうのは心臓の筋肉が痙攣をおこして脈が上手くいかなくなるやつ。不整脈といいます。心臓の中、ここの心房で血液を受け取って、この心室で血液を送り出します。これが興奮状態になってゴチャゴチャになっちゃうのが心室頻拍。ＡＥＤで電気ショック与えてびっくりさせて元に戻すんです」

　ぐりぐりと絵の上に丸を付けながら春夏が説明すると、おおー！と二人が声を揃えた。

「落ちこぼれなんて嘘だったんだ」

「落ちこぼれ？　誰が」

「俺。マジで落ちこぼれでした。まあ今もだけど」

　絶対違うよねー、と乙姫が友成と言い合った。

「これ、もらってもいいですか」

　乙姫は大事そうに封筒を抱えたので、いいからさっさと風呂に入りなさいと春夏は追い立てた。

「なに」

　何でもないと笑って見つめる友成を春夏は不意打ちで引き寄せて、キスをした。毎日じゃれついていた友成は乙姫が来てから自粛している。それを春夏が気づかってくれているのを感じて、友成はぎゅっと抱きついた。

「……先生、すげー好きです」

「知ってる」

　ソファで足を投げ出した春夏は電子タバコをくわえようとして、やめた。


＊＊＊＊＊


　昨日の分も勉強すると宣言した乙姫は、昼に春夏が帰宅したときもまだワークブックに向かっていた。

「集中してたらどんどん進んじゃいました。ふー！　疲れたー」

「少し昼寝しなさい。おやつはどら焼き。あんこの糖分が脳の疲れに効きます」

「ありがとうございます。昨日騒ぎすぎたかも」

「しんどいですか？」

「んー、大丈夫です」

「風邪っぽかったり、関節が痛かったりしたらクリニックに連絡してください」

　春夏はまた郵便物の封筒に電話番号を走り書きした。

「あ、そうか。インフルエンザ」

「まあ、大丈夫とは思いますが。具合が悪いときはためらわずに電話して」

「はい」と乙姫は肯いた。

「明日から連休に入るけどお盆の間も俺は午前中だけ診療があります。どこにも連れて行けなくてすみません。鷹津さんもちょっとは外に出ないとね」

　乙姫がチラシを持ってきた。

「またカフェでワークショップがあるんです。キャンドルとお花の石けん作り。あと手帖通りのノート！　これに行きたいです」

　申し込んでおくと言うと、乙姫は嬉しそうな顔をした。

　今日は連休直前なので、少し遅くなるかもしれないこと、腹が減ったら冷凍のおにぎりと冷蔵庫に作り置きした煮物を温めて食べておくように言い置いて春夏は仕事に戻った。







　案の定、浅井眼科コンタクトレンズ室はパンク寸前の忙しさだった。他の医院も同様で、患者が診療後に処方箋を持って行く調剤薬局は各医院からの処方箋が山積みとなり八時を過ぎても人があふれていた。

「こんな時にすみません、お先に失礼します」

　友成は盆休みも出勤するため、八時以降の残業を免れて帰途についた。

　春夏が好きな豚の生姜焼きでも作ろうかと考えながら自転車を漕ぎ、汗だくになって家に着いた。おかえりなさいと聞こえるはずの元気な声がない。

「あれ……乙姫ちゃん？　どこ？」

　慌ただしくスニーカーを脱いで、ドタドタと家の中を走り回った。

「え、誘拐！　まさか……乙姫ちゃん！」

　風呂場にはおらず、トイレのドアをノックした。

「乙姫ちゃん、いる？」

「……うん」

「失礼しました。ごめんね」

　ほっとして噴き出た汗をぬぐい、ザバザバと顔を洗った。米を洗い炊飯器にセットし、その間に生姜焼きの準備をした。

「……あれ、乙姫ちゃん、まだか？」

　さすがに心配になり、もう一度ドアをノックした。

「乙姫ちゃん、大丈夫？　具合悪い？」

「……ひっく……」

　泣き声だ。友成はドアに飛びついた。

「え、え、大丈夫？　お腹痛い？」

「…………」微かな泣き声が聞こえた。

「どうしたの……？　寂しくなっちゃった？」

「…………ママ……」か細い声の乙姫に、友成は焦るばかりだった。

　春夏が帰ると、友成が廊下に座り込んでいた。

「遅くなった。……どうしたそんなところで」

「乙姫ちゃん立てこもり事件。中で泣いてるんです」

「なんで」

「わかりません」

「鷹津さん、どうしました。そこ暑いでしょう。泣くなら涼しいところで泣きなさい」

　身も蓋もない春夏に、乙姫は「ママ」としゃくり上げた。

「友成くん、風呂わかして」

「は？」

「いいから、風呂」

　友成を遠ざけて、春夏はドアに向かった。

「鷹津さん、失礼。もしかして始まっちゃった？」

「……ひっく」

「えーと、初めてですか？」

「…………」

「なるほど。分かりました。とりあえず、暑いけどもう少しだけそこでこもってて。いま友成くんが風呂の用意をしていますから、できたら風呂に入って待っててください。必要な物、買ってきますから」

「…………ひっく……春夏先生……うええええん……」

「泣いていても仕方ないし、全く恥ずかしくない当たり前の身体の変化です。そして俺は医者だし友成くんは薬剤師。男だけど、身体のことで恥ずかしがる相手ではありません。わかりましたか」

「…………はい」

「じゃあ、待っててください。」

　合点のいった顔の友成に後を任せて、春夏は熱帯夜の中に自転車を走らせた。







　スーパーミオンのナプキン売り場で春夏は困惑していた。種類がありすぎる。どれでもいいかと手に取ると、店員と目が合った。

「あ、やっぱりコンタクトの先生だー」

　つけまつげがバサバサしているが、患者の女子高生だ。スーパーでバイトがどうとか言っていたのはここだったか。

「こんばんは。ちょっと教えてください」

「え、どうしたんっすか……っとお客様、何かお探しでしょうか」

　店員口調で言いなおした。

「小学生女子。対処するために必要な物、全部ください」

　春夏は生理用品を指した。

「あ、あの子？　やっぱり先生の子だったの」

「違いますが両親が旅行中預かっているので責任があります」

「え、先生んち、女の人いないの？　マジかー！　ちょっと待っててください」

　彼女は少し年上の店員の元へ行き、すぐに戻ってきて「ご案内します」と片手を差し出した。ナプキンを昼と夜用、次に下着売り場へ行って女児用のを選び、家庭用品売り場で可愛らしいゴミ箱と始末用の袋をカゴに入れた。

「助かりました。ありがとうございます」

「まーだ。こっちこっち」

　彼女はずんずん先を行き、食料品売り場に向かった。

「うち父子家庭なんだよね。オヤジ、赤飯とケーキ買ってくれて。オヤジ、キモいって思ってめっちゃ恥ずかしかったけど、今さあ、なんかそういうのって大事だなーって思うから。赤飯まだ残ってっかなー」

　春夏を待たせて彼女はバックヤードに行き、パックの赤飯とイチゴのショートケーキを持ってきて、五十円引きのシールをぺたりと貼った。

「これしか残ってなかった。先生男の人だからキモがられるかもだけど、気持ちだから」

「なにもかも世話になりました。ありがとうございます」

「いえいえ、お客様のためなら」また店員口調で笑った。


＊＊＊＊＊


　トイレ籠城事件の次の日には、いつも通りの元気に戻り、乙姫は機嫌良く過ごした。

　盆休みも明け、やっと鷹津夫妻が帰国して乙姫も自宅に帰ることになった。

　涙をいっぱい溜めた目で、それでも泣くまいと無理矢理笑って、乙姫は何度も礼を言った。

「あのね……あのね……これね、春夏先生と友成先生に」

　ビーズ細工とレジン加工のストラップを渡した。春夏のは眼鏡、友成のは薬のカプセルが埋め込まれている。

「上手ですね。ありがとうございます」と素っ気ない春夏に比べ、友成は涙腺決壊寸前だ。

「可愛いし、色のセンスもいいし、大事にするよ！　ありがとう！」

　春夏がシェアカーで最寄り駅まで送ると、乙姫はぺこりとお辞儀をして、改札に入っても何度も振り返って手を振った。

　鷹津夫妻の迎えを乙姫も春夏も断った。美姫と直接話すのは嫌だった。電話すらよこさず、乙姫の毎日を短いメールで報告していたが、返信してこなかったのは彼女だ。乙姫自身もメールをしていたはずだが、きっと娘にも同様だったのだろう。アメリカで新しい技術を学ぶのは意義があるし、本当に自分のためになるから楽しくて仕方ない気持ちは理解できる。しっかりした娘と元夫を信頼している故だと彼女は言うだろう。だが、初潮を迎えた娘に「よかったね」、春夏には「よろしく」の一言で済ませた母親と会って話す気にはなれなかった。

　春夏は帰りにスーパーミオンで食料品とビールを買い込んだ。ふと「お客様の声」という掲示板が目に入ったので、あの女子高生への礼のつもりで対応が良かったことを書いて入れて置いた。







　帰宅したら、友成が拗ねていた。

「どこ見ても乙姫ちゃんがいるんですよ。さみしい……」

　確かに玄関には乙姫がワークショップで習ってきたキャンドルが飾られ、洗面台やキッチンには彼女が作った花形のハンドソープが置かれている。冷蔵庫には手帖通り特製のメモノートが可愛いマグネットで停められていた。

「作った物、持って帰らなかったのか」

「オレ達にくれたんですよ！　こんな可愛いのに置いていってくれるなんて」

　高級志向の元妻がいい顔をしないのだろうというのは黙っておくことにした。電子タバコを探したがポケットになく、そういえば子どもの前では吸えないと職場に置いたままなのを思い出した。

「静かになってよかったじゃないか」

「どうしてそんな冷たいこと言うんですか！」

　大きな図体に抱きつかれて、春夏はソファに倒れ込んだ。

「俺はやっとベッドで寝れる……」

　長い一人暮らしで、客用布団などない。夏なので畳に寝るのは苦にならなかったため、春夏のベッドを乙姫に譲っていたのだった。

　春夏はまだ拗ねている友成をあやすように口づけて、シャツの中に手を入れた。

「まだ夕方ですけど」

「じゃあやめる」

「……や、です」

　友成はキスをねだった。

「先生がすんなり乙姫ちゃん受け入れたの、ちょっと意外でした」

「放り出すわけにいかないだろう。二人してお化け怖いとか言うし」

　ふたりはお互いに服を脱がせあった。

「え、そんな理由で？　オレも？」

「そう。お前が言うから」

　春夏自身を咥えた友成の髪を撫でて、春夏が呟いた。

「お前が言ったからだ。……おまえの……希望は叶えたいと思った」

　男を口に含んだまま、友成が目を上げた。

「まあ、今回は妙なことになったけど。一緒に暮らして、こんなことしてる相手が希望することはなんでも叶えたいと思うものじゃないのか」

　想い人に髪をくしゃっと梳かれ、これほど甘い言葉をかけられてしまった。友成の胸がかっと熱くなった。男の敏感な尖端を丁寧に舐めた。早くこの男で自分の中を満たしたかった。

　カーテンの隙間から夕陽が射しこんで四つん這いで頭を下げた友成の背中にオレンジの光が筋をつくっている。下品なまでに欲情した友成は、深いところに突き刺さる一番感じるスタイルで、自分で孔を広げ、男を導いた。突かれる動きももどかしく、もっと、もっとと声に出して自ら腰を振った。男の手で友成のそれを扱き上げられると、喉がひりつく喘ぎで、それでもまだ快楽を求めて男の名を呼んだ。

「こんなに我慢させてたのか」

　耳元で囁かれ、友成は放ったばかりなのにまた身体の中心が熱くなった。

「がまん……いえ……そんなんじゃなくて。……でも何なんだろう……先生が欲しくて堪らないんです」

　友成はべとつく下半身をそのままに、春夏のゴムを取って口で掃除をした。

「もっと欲しい……先生が……」

「風呂入ろう」

　春夏は先に起き上がり、ほら、と手を差し出した。







　湯船で向かい合ってぼんやり浸かり、濡れてカールした春夏の髪を友成は指に巻き付けた。

「……あの子、可愛くて素直で、大好きでした。帰っちゃって寂しいです。…………でも、もしかしたら、ずっと嫉妬してたのかもしれません」

　友成は春夏を引き寄せて、後ろ抱きにした。

「嫉妬。彼女に？」

「オレもわかりませんけど、オレの今のこの気持ちは、多分、嫉妬」

「子ども相手に何を。俺は彼女を何とも思ってないのに」

「だからかも。……あーもう、わかんないです。あの子のこと、大好きなのに、大好きだったのに」

　さんざん乙姫ちゃんと言っていたのに、今では「あの子」だ。そこに気がついて、春夏は何となく納得した。

「俺は友成史靖しか見てないから」

　背後の男が黙って春夏を抱きしめた。


＊＊＊＊＊


　浅井眼科コンタクト室ではなぜかシワ取りの患者が増えた。かなり遠方からマダムたちがやってくる。保険は利かないが美容外科よりも安く、しかも眼科に通うと言えば聞こえもいいのが理由だと口を揃えて言う。

「どうしたんでしょうね。皆さん紹介の紹介だっておっしゃるんですよね」

「別に雑誌とかメディアに出たわけでもないのに……」

「そもそも春夏先生、そういうの一切出ないでしょう。浅井先生かしらねえ」

　ホクホク顔の美容アシスタントと草野看護師が不思議がっているが、春夏には見当が付いていた。元妻の鷹津美姫だ。彼女のマダムネットワークは広い。娘の世話の礼に大金を送ってきたのを受け取らなかったため、こんな技を使っているのだ。ありがたいが、少々複雑でもある。

　乙姫からは何とも可愛らしい手紙が届いた。友成に教えて貰ったから塾のテストで一番になったといい、友成が嬉しげに何度も読み返している。

　あれを友成は嫉妬だといったが、彼は女性になり得ない自分、自分の中の女性を知らずのうちに感じ取ったのか、憧れでもあったのだろうと春夏は思っている。

　春夏は変なスイッチの入った友成も嫌いではないが、できればもう少しセーブしてほしいと腰をさすった。
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